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　町内在住の障害のある方およびその家族を対象に実施している

『社会見学バス』について、今年度は東日本大震災に伴う計画停電

等の影響により、実施を中止させていただきます。

　 ま た、 町 内 在 住 の 65 歳 以 上 の 方 を 対 象 に 実 施 し て い る

『生きがいバス』については、例年と同時期での実施を見送らせて
いただきます。

　「生きがいバス」は、今後の状況を勘案しながら、今年度の実施

について検討を行ってまいります。検討結果は、改めてご案内さ

せていただく予定です。

　皆さまのご理解をよろしくお願いいたします。

＜担当・問い合わせ先＞
『社会見学バス』
　福祉課　障害福祉係　☎ 275-8784

『生きがいバス』
　福祉課　長寿社会係　☎ 275-8784

　

▶町長と語らいのとき
　日時：5月11日（水）
　　　　午後1時30分～4時
　場所：町長室
　＊あらかじめ総務課まで
　　ご連絡ください
　　　　　　（☎275-8153）

▶行政相談
　日時：5月18日（水）
　　　　午後1時～3時
　場所：中央公民館2階
　＊直接会場へおこしください
　　お問合せは企画財政課まで
　　　　　　（☎275-8154）

▶消費生活無料相談
　日時：5月13日（金）
　　　　午前10時～正午
　場所：中央公民館２階
　＊直接会場へおこしください
　　お問合せは企画財政課まで
　　　　　　（☎275-8154）

▶教育相談
　日時：祝日を除く月・火・木の
　　　　午前９時～午後４時 
　場所：中央公民館２階
　＊直接会場へおこしください
　 　お問合せは町教育カウンセラーまで
　　　　　　（☎275-6951）

▶心配ごと相談
　日時：5月11日・25日
　　　（毎月第2・4水曜日）
　　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会
　＊あらかじめ町社会福祉協議会まで
　　ご連絡ください
　　　　　　（☎275-0640）

▶結婚相談
　日時：5月14日・28日
　　　 （毎月第2・4土曜日）
　　　　午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階
　＊直接会場へおこしください
　 　お問合せは町結婚相談所まで
　　　　　　（☎275-1881）

▶ボカシつくり会
　日時：5月20日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏
　＊お問合せは町環境経済課まで
　　　　　　　（☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ホームページ）
　http://www.town.showa.yamanashi.jp/

chosei/koe.php
　ご意見やご要望、日ごろ町政に
ついてお気付きの事を町のホーム
ページからお寄せください

お知らせ

相談です 　
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の
感
染
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
解
明

さ
れ
、
そ
の
発
癌
機き

序じ
ょ

が
分
か
っ
て
き

た
た
め
で
す
。
子
宮
頸
癌
は
世
界
的

に
は
、
女
性
の
癌
と
し
て
は
乳
癌
に
つ

い
で
発
症
率
、
死
亡
率
も
第
2
位
で
す
。

年
間
約
50
万
人
が
子
宮
頸
癌
を
発
症

し
、
約
27
万
人
が
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
年
間
約
１
万
２
千
人
の
方
が
子

宮
頸
癌
を
発
症
し
、
約
３
千
５
百
人
の

方
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は

女
性
の
癌が

ん

と
し
て
は
４
位
の
発
症
率
で

す
が
、
妊
娠
・
出
産
年
齢
で
あ
る
20
歳
代
、

子し

き

ゅ

う

け

い

が

ん

宮
頸
癌
を
予
防
す
る

30
歳
代
の
若
年
者
の
罹り

か

ん患
率
が
増
加
傾

向
に
あ
り
早
急
な
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年
12
月
よ

り
子し

き
ゅ
う
け
い
が
ん

宮
頸
癌
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で

も
使
用
可
能
と
な
り
、
最
近
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
が
全
国
的
な
広
が
り
に
発

展
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り

１
０
０
種
類
以
上
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
子
宮
頸
癌
の
発
症
に
強
く
関
与

す
る
の
は
そ
の
う
ち
の
15
種
類
ほ
ど
で

ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
16
型
と
18
型

と
い
う
二
つ
の
型
が
高
率
に
子
宮
頸
癌

患
者
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
の
子
宮
頸け

い

ぶ部
へ
の
感
染
は
、
多
く
は

性
交
渉
に
よ
り
感
染
が
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
す
る

こ
と
は
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
く

性
交
経
験
の
あ
る
女
性
な
ら
約
80
％
の

人
が
ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に

一
度
は
感
染
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
Ｈ
Ｐ
Ｖ

に
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は

一い

っ

か

せ

い

過
性
の
感
染
で
ウ
イ
ル
ス
は
自
然

に
排
除
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
ウ
イ
ル

ス
が
自
然
排
除
さ
れ
ず
に
感
染
が
持
続

す
る
と
子
宮
頸
部
の
細
胞
が
次
第
に

異い
け
い
せ
い

形
成
と
呼
ば
れ
る
病
変
に
変
化
し
ま

す
。
異
形
成
に
な
っ
て
も
自
然
治ち

ゆ癒
す

る
ケ
ー
ス
は
多
い
の
で
す
が
、
一
部
は

よ
り
強
い
異
形
成
に
進
行
し
数
年
か
ら

十
数
年
か
け
て
癌
に
進
行
し
て
い
く
と
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Healthみなさんの

健康け
ん
こ
う

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
タ

イ
プ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
か
ら
子
宮
頸
癌
発

症
ま
で
に
は
長
い
期
間
を
要
す
る
た
め
、

こ
の
間
に
子
宮
頸
癌
検
診
に
よ
っ
て
癌

に
な
る
前
に
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

現
在
使
用
で
き
る
子
宮
頸
癌
予
防

ワ
ク
チ
ン
は
ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
Ｈ
Ｐ

Ｖ
の
16
型
と
18
型
の
感
染
を
予
防
す
る

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
感

染
し
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
排
除
や
異
形
成

の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
治
癒
さ
せ
た
り

す
る
治
療
ワ
ク
チ
ン
で
は
な
い
た
め
、

最
も
効
果
的
な
接
種
時
期
は
初
交
前
と

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
既
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染

の
経
験
の
あ
る
人
で
も
新
た
に
侵
入
し

て
く
る
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
予
防
効
果

は
あ
り
ま
す
し
、
16
型
、
18
型
以
外
の

ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
う
ち
両
型

と
近
縁
に
あ
る
タ
イ
プ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
対

し
て
も
あ
る
程
度
の
感
染
予
防
効
果
が

あ
り
接
種
の
意
義
は
十
分
あ
り
ま
す
。

子
宮
頸
癌
発
症
予
防
に
は
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
極
め
て
効
果
的
で
す
が
16
型
と

18
型
の
頻
度
か
ら
す
る
と
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
は
日
本
の
子
宮
頸
癌
を
60
～

70
％
減
少
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
子
宮
頸
癌
を
予
防
す

る
に
は
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
他
に
子

宮
頸
癌
検
診
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

子
宮
頸
癌
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
と
検
診

の
ど
ち
ら
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
お
き
ま
す
。

中止・見送り

『社会見学バス』中止
『生きがいバス』実施見送り

福祉課からのお知らせ

　
企
画
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昨
年
は
、
卒
団
生
が
打
撃
投
手
を
し
て
く
れ
た
り
、
そ
れ
を

許
可
し
て
い
た
だ
い
た
押
原
中
野
球
部
の
協
力
も
あ
り
、
２
年

ぶ
り
に
中
央
支
部
代
表
と
し
て
、
山
日
杯
山
梨
県
大
会
に
出
場

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
憧
れ
の
小
瀬
野
球
場
で
、
し
か
も

開
会
式
直
後
の
第
一
試
合
で
勝
利
し
、
県
大
会
ベ
ス
ト
８
と
い
う

成
績
を
収
め
ら
れ
た
事
は
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な
っ
て

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
応
援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
心
か

ら
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
「
今
、
野
球
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
当

た
り
前
だ
と
思
う
な
。」
「
世
の
中
に
は
、
野
球
が
し
た
く
て
も
、

で
き
な
い
仲
間
が
い
る
。」
「
野
球
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の

気
持
ち
を
持
ち
な
さ
い
。
野
球
が
で
き
る
っ
て
こ
と
は
幸
せ
な

こ
と
だ
よ
。」
と
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
、
同
じ
野
球
が
大
好
き
な
仲
間
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
仲
間
が
地
震
、
津
波
の
被
害
に
あ
っ
て
困
っ
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
被
災
地
の
仲
間
が
、

ま
た
野
球
が
で
き
る
よ
う
に
応
援
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
野
球
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
一
緒
に
野
球
を
楽
し
め
る

よ
う
に
一
生
懸
命
練
習
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
日
が
早
く
来

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

 

（
昭
和
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年
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町民窓口課からのお知らせ

『子ども手当』は
引き続き支給されます

「子ども手当」は、平成 23 年 3 月末までの法律でしたが、平成
23 年 4 月から 9 月までの 6 箇月間、延長されることになりました。
　また、子ども手当を受けられている方は、毎年６月に子ども
手当を引き続き受ける要件があるかどうかを確認する「現況届」
を提出していただいてきましたが、今年度については、不要と
なります。

○支 給 金 額 子ども１人につき 月額 13,000 円
○支給対象となる子ども ０歳から 中学校卒業まで
○支 給 予 定 日 平成 23 年 6 月 10 日（平成 23 年 2 月～ 5月分）
   平成 23 年 10 月 7 日（平成 23 年 6 月～ 9月分）

＊今回の法律の延長により、改めて受給者の皆様に届出や申請をしていた

　だく必要はありません。

＊「現況届」について、法律が終了する 10 月以降に手続きが必要となる

　ことがあります。

＊ 10 月以降の子ども手当・児童手当については、法律が決まり次第

　ご案内させていただきます。

町民窓口課 子ども手当担当　☎ 275-8264

平成 23 年 4 月 10 日入団式

る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
大
会

で
の
募
金
に
協
力
し
た
り
、

昭
和
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
し
て
も
義
援
金
を
送
り
ま
し

た
。
大
好
き
な
野
球
が
で
き
る

こ
と
に
感
謝
し
、
一
日
も
早
く
、

み
ん
な
で
楽
し
く
野
球
が
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
僕
た
ち
、
私

た
ち
が
元
気
を
出
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
、
が
ん
ば
ろ
ー
！

昭
和
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
一
同

※入団等、問い合わせは生涯学習課へ（275-8641）

制 度 継 続  
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深
霜
や
五
、六
歩
先
を
行
く
野
鳩

お
手
前
の
美は

し
と
見
と
れ
る
春
の
野
に

春
の
風
ね
ん
ご
ろ
に
看
る
治
療
院

多
機
能
の
レ
ン
ジ
使
え
ず
四
月
馬
鹿

腰
痛
む
呟
き
な
が
ら
菊
根
分

畑
隅
に
連

れ
ん
ぎ
ょ
う翹

咲
き
て
花
明
り

大
地
震
の
救
援
届
く
黄
水
仙

靖
国
の
鎮
魂
祈
念
風
薫
る

震
災
の
空
へ
掛
矢
の
ひ
び
き
け
り

吹
き
出
し
の
雲
峰
に
湧
き
鳥
帰
る

人
見
知
り
覚
え
し
嬰や

や

や
春
隣
り

春
愁
や
思
い
出
す
ま
で
の
刻
長
く

味
わ
っ
た
事
な
き
恐
怖
鳥
帰
る

春
嵐
火
災
報
知
機
義
務
化
さ
れ

濡
れ
な
が
ら
乙
女
椿
は
紅
保
つ

き
さ
ら
ぎ
の
雲
落
ち
か
か
る
遊
園
地

犬
連
れ
も
共
に
老
い
た
り
梅
の
道

風
音
も
地
震
か
と
思
ひ
春
寒
し

文
芸
コ
ー
ナ
ー

雨
宮
あ
や
子

山
田
　
勝
代

高
野

　
久
枝

小
澤
百
合
子

深
沢
モ
ト
子

井
口

　
康
行

輿
石
さ
だ
代

塩
田
　
麻
子

磯
部

　
信
与

俳
句

　

問合せ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

警察官採用のお知らせ

　自転車が関係する交通事故が増加するとともに、自転車が車道や

歩道を無秩序に通行している実態を踏まえ、自転車の歩道通行要件

の明確化等を内容とする改正道路交通法が、平成 20 年 6 月に施行

されました。

　「自転車安全利用５則」を守るとともに、携帯電話及びヘッドフォ

ンの使用、傘差し運転等、危険な運転はやめ、自転車に関する交通

秩序の整序化と自転車の安全利用を促進し、交通事故を防止しましょう。

★「自転車安全利用５則」
①自転車は車道が原則、歩道は例外　②車道は左側を通行

③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行　④安全ルールを守る

（▶飲酒運転・二人乗り・並進の禁止 ▶夜間はライトを点灯 ▶交差

点での信号遵守と一時停止・安全確認）⑤子どもはヘルメットを着用

★自転車の主な違反と罰則
▶酒酔い運転･･･ ５年以下の懲役または 100 万円以下の罰金
▶信 号 無 視･･･ ３月以下の懲役又は５万円以下の罰金
▶一時不停止･･･ ３月以下の懲役又は５万円以下の罰金
▶右 側 通 行･･･ ３月以下の懲役又は５万円以下の罰金
▶軽車両の並進･･･ ２万円以下の罰金又は科料
▶夜間無灯火･･･ ５万円以下の罰金

▶反射材等の未装着 ･･･ ５万円以下の罰金
▶片手になる行為（傘さし等）による運転 ･･･ ５万円以下の罰金
▶普通自転車通行可の歩道通行中における通行区分
（車道寄り以外の部分通行、指定部分以外通行、徐行しない、歩
行者の通行妨害となるのに一時停止しない）
　　　　　　　　　　　　　　　･･･ ２万円以下の罰金又は科料

▶二 人 乗 り･･･ ５万円以下の罰金／２万円以下の罰金又は科料

自転車も交通安全を！

平成 24 年度山梨県警察官採用試験を実施します。

◆警察官Ａ( 平成 24 年 4 月採用）

　採用予定人員　男性 18 名程度

　　　　　　　　女性 2 名程度　

　　　　　　　　武道指導 2 名程度

◆警察官Ｂ( 平成 24 年 4 月採用）

　採用予定人員　男性 17 名程度

　　　　　　　　女性 2 名程度

○申込書配布開始　7月 8日（金）

○受 付 期 間　7月 20日（水）から 8月 19日（金）まで

 　　　　　※電子申請の受付は 8月 12日（金）まで

○第１次 試 験日　9月 18日（日）

○最終合格発表日　12月 2日（金）

◆試験に関する問い合わせ・採用試験案内請求先

　山梨県警察本部警務課人事担当

　　　055-235-2121（代表）

　　　0120-314-874（採用専用フリーダイヤル）

　南甲府警察署

　　　055-243-0110

　県警察ホームページ

　　　http：//www.pref.yamanashi.jp/police

■問い合わせ
環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.37

※ ５月の粗大ゴミの日は、２５日（水）になります。 荷札をしっかり付け指定の場所へ出してください。　粗大ゴミは、指定ゴミ袋に入らないものに限ります！！

環
境
衛
生
係
か
ら

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
者
（
個
人
住

宅
）に
対
し
、助
成
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
助
成
金
の
額

　

発
電
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電
池

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
に
１
kW
あ
た
り
３
万
円

を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
４
kW　
12
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

〇
国
の
申
請
の
決
定
通
知
を
受
け
、設
置
後
引
渡
し
を
受
け
て
か
ら（
３
箇
月
以

内
に
）町
に
よ
る
助
成
の
申
請
に
な
り
ま
す
。
（
国
に
よ
る
申
請
は
設
置
前
の
申

請
に
な
り
ま
す
。）

●
詳
し
く
は
、役
場
環
境
経
済
課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

築
地
新
居
区
に
試
行
的
に
設
置
し
て

い
た
蛍
光
管
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
、
役
場

２
階
の
環
境
経
済
課
窓
口
に
も
設
置
し

ま
し
た
。

　

直
管
型
、
電
球
型
、
環
型
の
３
種
類
を

回
収
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。

　

地
下
水
の
水
質
を
監
視
す
る
た
め
、

平
成
２
年
度
か
ら
町
内
全
域
を
網
の
目
状
に

区
切
り
、
45
箇
所
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
井
戸
に
お
い
て　

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
23
箇
所
、
平
成
23
年
度
は　

残
り
の
22
箇
所
で
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
検
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
汚
染
物
質
は
５
件
で
検
出

さ
れ
ま
し
た
。
汚
染
物
質
が
検
出
さ
れ
た
場
所
を
追
跡
検
査
し
た
結
果
、
５
箇

所
の
内
２
箇
所
か
ら
は
汚
染
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き
続
き
検

査
し
て
い
き
ま
す
。

検査箇所数
水質基準
適　　合

水質基準一部不適合
１２項目
( Ａ )

有機化合物
( Ｂ )

( Ａ )・( Ｂ )
共

西条一区 2 2 - - -
西条二区 4 4 - - -
清水新居 1 1 - - -
西条新田 2 1 - 1 -
押　　越 3 3 - - -
河東中島 1 1 - - -
紙漉阿原 1 1 - - -
築地新居 4 3 - 1 -
飯　　喰 1 - - 1 -
河　　西 1 1 - - -
上 河 東 3 1 - 2 -
上河東二区 - - - - -
計 23 18 0 5 0

□地下水水質検査結果（平成２２年７月１２日実施）　　　〔単位：件〕

※検査項目    
□１２項目： ◇一般細菌　　　　　　　　　 ◇有機物等
 ◇大腸菌群　　　　　　　　　　　 ◇ｐＨ値
 ◇硝酸性及び亜硝酸性窒素　　　　 ◇味
 ◇鉄　　　　　　　　　　　　　　 ◇臭気
 ◇塩素イオン ◇色度
 ◇カルシウム・マグネシウム等（硬度） ◇濁度
□有機化合物：◇トリクロロエチレン
 ◇テトラクロロエチレン 
 ◇ 1.1.1-トリクロロエタン

　

国
に
よ
る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、太
陽
光

発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（U
R
L

：http://w
w
w
.j-pec.or.jp

）

地
下
水
の
監
視
事
業

蛍
光
管
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

　
　
　
　
　
　
設
置
し
ま
し
た
！

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
助
成
制
度
に
つ
い
て
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事務局　
いきいき健康課
（☎ 275-8785)

NO.49

昭

和

共
に

き 

輝
け

活い

昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
だ
よ
り

き

生い

No.79

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局
　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

－

８
１
５
４
）

　

去
る
三
月
六
日
、
評
論
家
の
樋
口
恵

子
氏
を
お
招
き
し
、
「
人
生
百
年
、
全

て
の
人
に
居
場
所
と
出
番
を
」
の
演
題

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

社
会
や
個
人
が
変
化
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
を
「
黒
船
」
と
樋
口
氏
は
名
付

け
、
現
在
の
日
本
は
「
無
縁
・
少
縁
」

の
第
三
の
黒
船
時
代
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
確
か
に
、
社
会
・
地
域
・

家
族
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
孤
独
死
や

心
の
孤
立
に
よ
る
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

毎
日
届
き
ま
す
。
人
生
百
年
、
長
寿
国

日
本
が
、
こ
の
黒
船
時
代
を
ど
う
乗
り

越
え
、
つ
な
が
り
の
あ
る
温
か
い
社
会

を
取
り
戻
す
か
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

  

さ
て
、
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
中

心
の
大
災
害
の
中
に
、
第
三
の
黒
船
「
無

縁
少
縁
社
会
」
を
乗
り
越
え
る
光
を
見

い
だ
し
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と

第
三
の
黒
船
時
代
を
乗
り
越
え
る
！

思
い
ま
す
。
大
打
撃
の
中
で
も
冷
静
に

対
処
す
る
民
度
の
高
さ
、
悲
し
み
や
不

安
の
中
で
希
望
を
失
わ
ず
頑
張
る
被
災

地
の
皆
さ
ん
、
地
縁
血
縁
関
係
な
く
心

か
ら
思
い
合
い
助
け
合
う
姿
、
自
分
の

出
来
る
提
供
を
惜
し
ま
な
い
日
本
中
の

人
々
・
・
・
等
々
。
「
無
縁
・
少
縁
」

と
は
全
く
異
な
る
温
か
い
力
を
、
私
達

日
本
人
が
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

樋
口
氏
の
恩
師
ニ
ッ
パ
先
生
は
、
神

に
次
の
三
つ
の
力
を
与
え
て
欲
し
い
と

祈
っ
た
そ
う
で
す
。
①
よ
り
よ
さ
の
た

め
に
変
化
す
る
勇
気
②
変
化
の
渦
の
中

で
も
変
え
て
は
い
け
な
い
と
気
づ
く
冷

静
さ
③
①
と
②
を
取
り
違
え
な
い
力
。

　

自
分
や
社
会
を
縛
っ
て
い
る
因
習
に

気
づ
き
勇
気
を
持
っ
て
変
え
る
こ
と

と
、
温
か
い
繋
が
り
を
意
識
し
て
広
げ

る
こ
と
で
、
第
三
の
黒
船
時
代
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　
委
員
　
福
田
　
聖
子

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒 409-3864 昭和町押越 616  　 275-0640  FAX 275-6497
URL  http://www.town.showa.yamanashi.jp/other/syakyou/index.html

５月の予定 ( 時間・場所等については、社協までお問い合せください )

 5 月 12、19、26日
(毎週木曜日 ) 運動指導事業 ( ヨガ教室 )

 5 月 18日 ( 水 )
ボランティアサロンコーディネーター講習会
　　　　　　　　　　　［担当 ほたる会］

　

社
協
で
は
、共
同
募
金
配
分
金
事
業
の
一
環
と
し
て
、今
年
度
も

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
対
象
に
、あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

『
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
』(

午
前
10
時
〜
正
午
ご
ろ)

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
回
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、

心
の
こ
も
っ
た
温
か
い
ラ
ン
チ
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、季
節
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、４
月
・
８
月
・
12
月

に
は
交
流
広
場
と
し
て
特
別
企
画
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、各
地
区
の
社
協
理
事
さ
ん
、ま
た
は

社
会
福
祉
協
議
会 

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度

ふ
れ
あ
い

    

ラ
ン
チ
日
程
表

※交通手段にお困りの方は、ボランティア人材バンクの送迎
サービスがご利用になれますので、社会福祉協議会までお問
い合せください。
(ボランティアの都合により、ご利用になれない場合がありま
す。)

しょうわ ５月号   18

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
!

〜
参
加
者
募
集
〜

　
町
結
婚
相
談
所
で
は
、
独
身
の
男
女
の
皆
さ
ま
に
素
敵
な
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る『
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
』を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
軽
食
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

３
月
３
日（
木
）町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、高
齢
者
の
体
と
心
の

健
康
維
持
・
増
進
を
目
的
に
、町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
60

歳
以
上
の
町
民
の
方
を
対
象
と
し
た
、町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
主
催
の▲ 輪投げの様子

町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
親
善
交
流
会

年　月　日 ふれあいランチ
の内容 (予定 ) 会場

調理ボランティア
団体

  6月28日(火)
６月
ふれあいランチ

六和会

  8月  4日(木)
｢ 夏だ ! 祭りだ !!｣
ふれあいランチ

いちえ会
西条一区いきいき
ふれあいサロン

10月25日(火)
１０月
ふれあいランチ

傾聴ボランティア

12月15日(木)
｢ クリスマス ｣
ふれあいランチ

昭和町
赤十字奉仕団

  2月21日(火)
２月
ふれあいランチ

手話サークル 
ほたる会

平
成
23
年 総 

合 

会 

館

【
日
　
時
】 

６
月
26
日(

日)

午
後
１
時
～
５
時

【
場  

所
】 

ア
ピ
オ
甲
府
　
本
館

【
対
象
者
】 

結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男
女

　
　
　
　 

40
歳
ま
で

【
参
加
費
】 

3
、0
0
0
円

【
申
込
み
】 

５
月
31
日(

火)

ま
で
受
付

　
　
　
　 

昭
和
町
結
婚
相
談
所（
☎
2
7
5
│

1
8
8
1
）

シリーズ：地区会員研修報告②

日頃の活動を通した気づきをもとに、平成 22 年度もそれぞれの地区でテーマを話し合い、研修を実施しました。

☆西条新田☆ ☆押　越☆ ☆築地新居☆

　昭和町役場の大柴保健師さんと、

包括支援センターの功刀保健師さん

に来ていただきました。パワーポイ

ントを使っての説明で、町の高齢者

のようすなどを知ることができてよ

かったです。介護保険については、基

本から教えていただき、とてもわか

りやすかったです。終了後には個別

で相談している方もおり、関心の高

さがうかがえました。

　インフルエンザの予防法は、○×

クイズ方式で楽しくわかりやすいお

話でした。太極拳は毎年恒例になっ

ています。寒い公会堂の中でしたが、

次第に身体が温まり、気分もすっき

りして良かった

です。寒い時期な

ので、もっと暖か

い時期にできれ

ばと思いました。

　コア・トレーニングという体の奥
の深層筋を強くするトレーニング方
法を教えていただき、ストレッチ効
果も学びました。体を動かす機会が
ないので、適度な運動で無理なくで
きました。定期的にやりたいとの声
もありました。準備期間が短かった
ので、次回は早くから準備したいと
思いました。

　　　『風邪対策について』
　　　『太極拳』 『やさしいエアロビクス』『介護保険について』

新年度がスタートしました！よろしくお願いします
平成 23年度は、昭和町愛育会創立 50周年です。歴代の班員さん方に感謝し、
次代につなげていく愛育活動をしていきたいと思います。

｢

第
10
回
町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善
交

流
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、室
内
ペ
タ
ン
ク
、バ
ッ

ゴ
ー
、
ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど

計
５
種
目
の
競
技
を
行
い
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
方
た
ち
と
交
流
を
深
め
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
。社
協
理
事
、民
生
・
児
童
委
員
、そ

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ま

に
は
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
24
年

愛育会は、住民すべての方の健康づくりの支援を行っています

こんにちは！愛育会です！

　　平成23年5月　NO.403　　NO.403　平成23年5月
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つ
く
り
上
げ
る
卒
業
式

　

百
二
十
六
回
目
の
卒
業
式
が
、
三
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
卒
業
生
を
加
え

る
と
、
押
原
小
を
巣
立
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
九
千
五
百
三
十
三
人
。
歴
史
の
重
み
を

物
語
る
数
字
で
す
。

　

押
原
小
の
卒
業
式
の
特
色
は
、
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
り
ま
す
。
先
例
踏
襲
で

は
な
く
、
毎
年
、
教
務
主
任
・
六
年
担
任
が

中
心
と
な
っ
て
内
容
の
骨
格
を
組
み
、

職
員
会
議
で
肉
付
け
を
し
、
六
年
生
と

担
任
が
、
そ
れ
に
血
を
送
り
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

今
年
度
、
六
年
生
が
決
め
た
テ
ー
マ
は

「
絆F

O
R

E
V

E
R

～
五
十
四
人
の
夢
と

希
望
が
旅
立
つ
日
～
」。
さ
ら
に
六
年
生

は
テ
ー
マ
の
下
に
、
合
唱
曲
を
選
び
、

呼
び
か
け
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
ま
し
た
。

当
日
、
体
育
館
に
響
き
渡
っ
た
二
曲

の
歌
に
も
、
堂
々
と
し
た
呼
び
か
け
の

言
葉
に
も
、
小
学
校
最
後
の
学
習
と
し
て

の
卒
業
式
を
、
自
分
た
ち
で
つ
く
り
上

げ
よ
う
と
い
う

心
意
気
が
表
れ

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
⻆
野

町

長

は

じ

め

た
く
さ
ん
の
ご

来

賓

に

ご

出

席
い
た
だ
き
、

ま

た

温

か

な

ご

祝

辞

等

を

賜
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

押
原
小
学
校

　「
三
月
十
一
日
」
の
教
訓

　

三

月
十
一
日
、

午
後
三
時
前
、

帰
り
の
会
を
行
っ
て
い
た
各
教
室
を
、

激
し
い
揺
れ
が
襲
い
ま
し
た
。
天
上
の

照
明
が
大
き
く
波
打
ち
、
机
や
椅
子
が

勝
手
放
題
に
踊
り
ま
し
た
。
担
任
の

先
生
た
ち
は
と
っ
さ
に
、
「
落
ち
着
き

な
さ
い
。
机
の
下
に
潜
っ
て
、
机
の

脚
を
握
り
な
さ
い
」
と
命
じ
ま
し
た
。

揺
れ
が
収
ま
っ
た
の
ち
、
校
内
放
送
で

校
庭
へ
の
避
難
が

指
示
さ
れ
る
と
、

各
ク
ラ
ス
と
も
、

安
全
か
つ
最
短
の

経
路
を
た
ど
っ
て

校
庭
に
移
動
し
ま

し
た
。
避
難
に
要

し
た
時
間
は
数
分
、

避
難
中
・
避
難
後
に
私
語
な
し
、
負
傷

者
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

職
員
付
き
添
い
の
集
団
下
校
を
行
っ

た
後
、
停
電
と
な
っ
た
薄
暗
い
職
員
室

で
、
ラ
ジ
オ
か
ら
収
集
し
た
情
報
を
基

に
今
後
の
対
応
を
確
認
し
て
、
退
勤
と

な
り
ま
し
た
。
退
勤
前
の
雑
談
の
中
で
、

あ
る
先
生
が
実
感
と
し
て
語
っ
た
次
の

よ
う
な
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

「
揺
れ
の
大
き
さ
よ
り
何
よ
り
、
私
が

一
番
驚
い
た
の
は
、
ふ
だ
ん
の
避
難

訓
練
の
姿
が
そ
の
ま
ま
再
現
で
き
た
こ

と
で
す
。
訓
練
の
大
切
さ
を
改
め
て
知

り
ま
し
た
よ
」。

　

安
全
教
育
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

「
三
月
十
一
日
」
で
し
た
。

　
気
持
ち
を
「
書
」
に
！

　

「
継
続
は
力
な
り
」
「
輝
く
未
来
」

「
夢
へ
努
力
」
「
切
磋
琢
磨
」
「
不
撓

不
屈
」
「
七
転
八
起
」
「
一
期
一
会
」

「
一
所
懸
命
」
「
全
力
投
球
」・
・
・
。

　

ど
れ
も
六
年
生
が
条
幅
を
使
い
、
自

分
た
ち
の
気
持
ち
を
「
書
」
に
表
し
た

言
葉
で
す
。

　

卒
業
を
前
に
書
写
の
学
習
の
集
大
成

と
し
て
、
ま
た
、

卒
業
記
念
制
作

と
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
昭

和
町
に
お
住
ま

い
の
書
道
家
で

あ
る
伊
藤
緑
山

先
生
を
特
別
非

常
勤
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
の
子
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

集
中
し
、
筆
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

仕
上
が
っ
た
作
品
は
、
き
ち
ん
と
表

装
を
行
い
、
卒
業
式
の
場
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
見
事
な
で
き
ば
え
に
保
護
者

の
方
々
も
我
が
子
の
作
品
に
目
を
細
め

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

心
温
ま
る
す
て
き
な
卒
業
式

　

三
月
十
八
日(

金
）、
平
成
二
十
二

年
度
第
二
十
七
回
卒
業
証
書
授
与
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
卒
業
式
テ
ー
マ
「
歩
ん
で

き
た
道　

未
来
へ
の
道
」
の
も
と
、
こ

れ
ま
で
六
年
生
は
様
々
な
卒
業
関
係
の

西
条
小
学
校

行
事
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

大
壁
画
制
作
と
し
て
飾
ら
れ
る
式
場

ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
も
そ
の
一
つ
で
す
。

二
学
期
の
終
わ
り
頃
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
募
集

し
た
下
絵

を
十
二
万

ピ
ー
ス
に

分

割

し
、

十
六
色
の

色
紙
で
表

現
し
ま
し

た
。

二

㎝

四
方
の
色

紙

を
、

一

人
あ
た
り
約
千
四
百
ピ
ー
ス
も
貼
る
、

た
い
へ
ん
根
気
の
い
る
作
業
で
し
た
。

　

こ
の
ス
テ
ー
ジ
バ
ッ
ク
は
、
「
地
球
」

「
富
士
山
」
「
虹
」
「
鳩
」
そ
し
て
「
未

来
へ
の
扉
」
を
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
形

で
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
一
年

間
、
本
校
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
に
飾
ら
れ

ま
す
。

　

式
中
の
呼
び
か
け
や
合
唱
も
感
動
的

な
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
校
生

活
を
思
い
出
し
、
涙
ぐ
む
子
ど
も
達
の

姿
が
何
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
保
護
者

の
方
々
も
思
わ
ず
ハ
ン
カ
チ
で
目
頭
を

押
さ
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
心
温
ま
る

す
て
き
な
卒
業
式
で
し
た
。

　学校給食センター（☎ 275-5306）　町立図書館（☎ 275-7860）
　町立温水プール（☎ 275-9811）　総合体育館（☎ 275-1115）

教育委員会
関 係 施 設

　

暦
の
上
で
は

春
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
朝
の

寒
さ
が
厳
し
い

三
月
十
日
に
、

⻆
野

町

長

を

は

じ

め

多

く

の

ご

来

賓

の

皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

今
年
も
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
式
が
終
わ
り
、
正
面
玄
関
か

ら
卒
業
生
が
出
て
く
る
頃
に
は
、
春
の

日
差
し
が
暖
か
く
、
澄
み
切
っ
た
青
空

と
と
も
に
、
百
七
十
八
名
の
旅
立
ち
を

祝
福
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

三
年
間
の
歴
史
を
確
か
め
る
よ
う

に
、
赤
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
を
一
歩
一
歩

踏
み
し
め
な
が
ら
入
場
す
る
卒
業
生
、

担
任
の
思
い
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
一

人
一
人
の
名
前
、
三
年
間
の
思
い
出
を

か
み
し
め
な
が
ら
返
す
「
は
い
」
と
い

う
返
事
、
校
長

先
生
か
ら
卒
業

証
書
を
受
け
取

る
と
き
の
真
剣

で
晴
れ
や
か
な

一
人
一
人
の
顔

は
、
輝
い
て
み

え
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
が

授
与
さ
れ
た
後
、
学
校
長
、
曽
根
教

第
六
十
四
回
卒
業
証
書
授
与
式

  

～
百
七
十
八
名
の
新
た
な
旅
立
ち
～

押
原
中
学
校

♪ 

自
作
卒
業
記
念
歌
”光

の
ト
ビ
ラ

“

　

第
九
回 

卒
業
式

　
　

三
月
十
八
日
、
「
さ
あ
行
こ
う
！

光
の
ト
ビ
ラ
を
開
い
て
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
第
九
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
卒
業
生

の
自
作
曲
「
光
の
ト
ビ
ラ
」
の
合
唱
で

し
た
。
響
き
わ
た
る
卒
業
生
の
歌
声
に

会
場
内
は
一
気
に
感
動
の
世
界
へ
…
。

　

「
常
永
小
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
の

誇
り
を
胸
に
、
限
り
な
い
可
能
性
を
信

じ
て
旅
立
ち
ま
す
！
」
…
と
、
決
意
を

こ
め
た
こ
と
ば
で
、
在
校
生
に
学
校
創

立
十
周
年
の
夢
を
託
し
て
、
六
十
八
名

の
卒
業
生
は
、輝
か
し
い
未
来
に
向
け
、

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

♪ 

教
職
員
全
員
バ
ン
ド
を
バ
ッ
ク
に

　

第
十
回 

入
学
式

　

四
月
六
日
、
春
の
日
差
し
が
う
ら
ら

か
に
降
り
そ
そ
ぐ
中
、
記
念
す
べ
き

第
十
回
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
の
お
迎
え
の
「
ビ
リ
ー
ブ
」

の
美
し
い
二
部
合
唱
に
続
い
て
、
今
や

本
校
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
た
教
職
員

バ
ン
ド
を
バ
ッ
ク
に
来
賓
、
保
護
者
の

方
々
も
加
わ
っ
て
、
全
員
合
唱
「
夢
を

か
な
え
て
ド
ラ
え
も
ん
」
を
明
る
く
元

気
に
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
響
く
大
き

な
声
で
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

児
童
役
員
が
、
「
楽
し
い
学
校
生
活

が
待
っ
て
い
る
よ
」
と
、
優
し
く
語
り

か
け
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

育
委
員
長
、

⻆
野
町
長
、

浅
川
議
長
、

武
井
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
よ
り
、

心
の
こ
も
っ

た
た
く
さ
ん

の
励
ま
し
や

お

祝

い

の

言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
横
山
彪
人
新
生
徒
会
長
の

感
謝
と
伝
統
を
引
く
継
ぐ
決
意
に
み
ち

た
「

送

辞

」
に
、

し
っ
と
り
と
し

た
在
校
生
の
合

唱
が
続
き
ま
す
。

　

つ
い
に
、
「
答

辞
と
卒
業
生
の

合
唱
」
に
な
り

ま

し

た
。
三

年

間
の
思
い
出
を

振
り
返
り
、
飾
ら
な
い
言
葉
で
か
み
し

め
る
よ
う
に
語

る
宮
下
廉
史
君

の
一
言
一
言
に
、

仲
間
と
共
に
過
ご

し
た
そ
の
時
の

情
景
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
し
た
。

　

卒
業
生
の
語

り
を
ま
じ
え
、
三
年
間
の
思
い
出
を
振

り
返
り
な
が

ら

歌

う

合

唱
が
あ
り
ま

し
た
。

　

か
け
が
え

の
な
い
仲
間

や

後

輩

へ

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
こ
め
て

歌
う
合
唱
も

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
家
族
を
は
じ
め
お
世
話
に

な
っ
た
多
く
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
旅
立
ち
へ
の
決
意
を
こ
め
て
歌
う
合

唱
も
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
が
卒
業
生

百
七
十
八
名
の
思
い
に
溢
れ
て
い
ま
し

た
。

　

四
月
か

ら
、
卒

業

生
が
残
し

た
伝
統
を

受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
押

原
中
学
校

の
新
し
い

生
活
が
ス

タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
新

入
生
を
迎

え
、
今
年
も
新
た
な
歴
史
が
日
々
創
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

百
七
十
八
名
の
卒
業
生
の
新
た
な
旅

立
ち
を
祝
う
と
と
も
に
、そ
の
活
躍
を
、

心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

創
立
十
周
年
　
飛
躍
の
年

　
　
　
　
～
行
く
春
　
来
る
春
～

常
永
小
学
校

町教育委員会・中央公民館（☎ 275-8631)
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まちのわだいまちのわだいまちのわだい

　
文
化
を
伝
え
る
地
域
の
力

　
県
議
会
へ
町
の
代
表
を
！

　
✿
新
入
学
・
進
級
✿

　
　
区

の

話

題

引
き
続
き
町
の
教
育
の
た
め
に

　
ホ
タ
ル
の
復
活
を
願
っ
て

　
満
開
の
桜
が
咲
き
ま
し
た

　　平成23年5月　NO.403　　NO.403　平成23年5月

　

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
10
日

（
日
）
に
実
施
さ
れ
、
中
巨
摩
郡
選
挙
区

の
昭
和
町
で
は
、
前
町
議
会
議
員
で
あ
る

塩
澤 

浩 

氏
（
50
歳
）
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
選
挙
で
は
、
昭
和
町
と
中
央
市
と
が

同
じ
選
挙
区
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

選
挙
か
ら
区
割
り
が
見
直
さ
れ
、
中
巨
摩
郡

選
挙
区
と
し
て
、
昭
和
町
単
独
で
県
議
会
議
員

１
名
を
選
挙
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
12
日

（
火
）
に
山
梨

県
庁
に
お
い

て
当
選
証
書

付
与
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

任

期

は
、

平
成
23
年
４

月
30
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

▲ 山梨県選挙管理委員会　戸栗敏委員長より
　当選証書が付与されました

「
河
東
中
島
み
こ
し
保
存
会
」

　
　
　
御
神
輿
製
作
中
！

　

３
月
27
日
（
日
）
紙
漉
阿
原
区
の
「
今
川
を

守
る
会
」
は
、
会
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
都
留
市
で
官
民
協
働
に
よ
り
設
置

し
た
水
力
発
電
施
設
「
元
気
君
１
号
」
の
水
力

発
電
や
県
立
リ
ニ
ア
実
験
セ
ン
タ
ー
を
研
修
し

ま
し
た
。
元
気
君
１
号
は
、
水
車
発
電
で
あ
り

な
が
ら
、
都
留
市
役
所
で
使
用
す
る
電
力
の
約

15
％
を
発
電
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
川
を
守
る
会
」
で
は
、
年
間
通
し
て
今
川

河
川
内
の
花
壇
に
黄き

し
ょ
う
ぶ

菖
蒲
を
植
え
た
り
、
株
分
け

や
草
取
り
な
ど
の
管
理
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
上
旬
に
は
、
黄
色
い
菖
蒲
の
花
が
見
事
に

咲
き
乱
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
今
川
を
守
る
会
」

元
気
君
１
号
な
ど
を
視
察

　

３
月
23
日
（
水
）、
ゆ
め
パ
ー
ク
昭
和
（
押
原

公
園
）
の
ホ
タ
ル
池
に
お
い
て
源
氏
ホ
タ
ル
の

幼
虫
の
放
流
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昭
和
町
源
氏
ホ
タ
ル
愛
護
会
、
町

議
会
関
係
者
、
教
育
委
員
会
関
係
者
、
保
育
園

児
等
50
名
が
ホ
タ
ル
の
幼
虫
と
カ
ワ
ニ
ナ
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
匹
を
や
さ
し
く
放
流
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
、
ゆ
め
パ
ー
ク
昭
和
の
ホ
タ
ル
池

で
「
ホ
タ
ル
の
光
」
が
楽
し
め
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ホ
タ
ル
の

　
見
ご
ろ
は

　
　
６
月
上
旬
で
す
！

今川を守る会のメンバー

▲ 諏訪神社（河西）

▲ 今川の桜並木（紙漉阿原）

◀ 山伏川の桜並木（河東中島）

山
梨
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

 

（
中
巨
摩
郡
選
挙
区
）
が

　
　
　
実
施
さ
れ
ま
し
た

塩 澤 　 浩　氏
（西条ニ区）

　

２
月
か
ら
製
作
を

す
す
め
て
い
る
新
し

い

神

輿
。

２

月

に

「
は
し
ら
建
て
」
を
行
い
、

少
し
ず
つ
神
輿
の
形

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

小

さ

い

部

品

を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
く
み

上
げ
て
い
き
ま
す
。

完
成
が
楽
し
み
で
す
ね
。

昭
和
町
教
育
委
員
が

　
　
　
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

昭
和
町
教
育
委
員
１
名
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

油
川 

勝
司
氏
が
３
月
定
例
議
会
で
教
育
委
員
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

油川　勝司　氏
（河西区）

　

４
月
を
迎
え
、
押
原
中
学
校
入
学
式
を
始
め
、

町
内
の
各
小
学
校
の
入
学
式
、
保
育
園
の
入
園

式
・
進
級
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桜
の
咲
き
誇
る
中
、
新
し
い
学
年
の
始
ま
り
に
、

気
持
ち
も
希
望
も
新
た
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

夢
い
っ
ぱ
い
の

　
　
新
入
学
・
新
学
期
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非常用持出品
　すぐに持ち出すもの

（すぐに取り出せる場所に保管しましょう）

□ 飲料水

□ 非常食

□ 携帯ラジオ（予備の電池）

□ 懐中電灯（予備の電池・電球）

□ ろうそく、ライター（マッチ）

□ 処方薬・最新の処方せんのコピー

□ 筆記用具

□ ウエットティッシュ

□ タオル

□ 現金（小銭）

□ ヘルメット・防災ずきん　

□ 笛

□ 救急医療品

　（キズ薬、ばんそうこう、解熱剤、かぜ薬、胃腸薬など）

□ くつ（避難用）

□ マスク

□ 生理用品

□ 貴重品（預金通帳、印鑑など）

□ 健康保険証・運転免許証のコピー　

□ ナイフ、缶切り、スプーン、はし

□ 上着・下着

□ 軍手・手ぶくろ

　３月１１日に発生した東日本大震災は、大災害をもたらし、今もなお多くの方々が避難を続け、

困難な生活を強いられる状況が続いています。

　今回の震災を自分たちに置き換えて、ご家族で非常用持出品や緊急時の連絡方法、私たちができ

る被災地の方々への支援などについて話し合い、いざというときに備えましょう。

　一刻も早く、被災者の皆様の安全と生活が確保され、復興への歩みが進むことをお祈りいたします。

備蓄品
　復旧までの数日間必要なもの
　　（約５日間×家族人数分）

□ 飲料水（１人あたり１日３リットル）
□ 食品（缶詰、レトルト食品、ドライフーズなど）
□ 家族の 5 日分の食料
□ 燃料（卓上コンロ、固形燃料、予備のガスボンベなど）
□ やかん、なべ
□ 簡易食器（わりばし、紙皿、紙コップ）
□ ラップ・アルミホイル
□ ビニール袋
□ 歯ブラシ、石けん
□ 簡易トイレ
□ ポリタンク
□ ティッシュ
□ トイレットペーパー
□ 使い捨てカイロ
□ 防寒着
□ 毛布・タオルケット
□ 予備のメガネ、補聴器
□ 工具類（のこぎり、バール、スコップ　など）
□ 雨具、ブルーシート、ひも
□ 粉ミルク、紙オムツ、哺乳瓶
□ シャンプー（水のいらないもの）
□ 布ガムテープ
□ その他家族で必要とするもの
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緊急連絡先

災害用伝言ダイヤル（171）　火事・救急（119）　警察（110）　昭和町役場（275-2111）

名　　前 住　　所 電　　話 携帯電話

災害の備えを確認しよう！災害の備え災害の備え災害の備え災害の備え
このページを切り離して

ご利用ください

　　平成23年5月　NO.403　

平
成
23
年
度

　

4
月
1
日
（
金
）
平
成
23
年
度
「
昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式
」
が
、

昭
和
町
総
合
会
館
軽
運
動
室
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
を
終
え
た
退
団
者
の
方
に
は
、

消
防
団
長
及
び
町
か
ら
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
度
の

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
小
林
克
至
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
は
、
団
長
以
下
８
名
の
本
部
も
改
選
さ
れ
ま

し
た
。

 

前
第
８
部
部
長　

　
　
　
　
　

井
口　
　

仁
（
10
年
）

 

元
第
２
部
部
長　

　
　
　
　
　

伊
藤　
　

潤
（
10
年
）

 

元
第
１
部
部
長　

　
　
　
　
　

⻆
野　

英
樹
（
９
年
）

 

前
第
１
部
部
長　

　
　
　
　
　

三
井　

猛
樹
（
８
年
）

 

前
第
９
部
部
長　

　
　
　
　
　

相
原　
　

優
（
８
年
）

 
前
第
11
部
部
長　

　
　
　
　
　

塚
原　

将
文
（
８
年
） 

 
前
第
10
部
団
員　

　
　
　
　
　

萩
原　
　

真
（
７
年
）

退団者のみなさまには永年にわたる
消防団活動、本当にお疲れ様でした

⻆野町長の前で宣誓を行った小林克至新入団員

　

第
１
部　

小
林　

克
至

　

第
１
部　

小
林　

功
二

　

第
８
部　

内
藤　
　

章

　

第
９
部　

横
山　

和
也

　

第
10
部　

川
村　
　

資

　

第
11
部　

田
中　

靖
紀

　

第
２
部　

滝
口　
　

功
（
再
入
団
）

　

団　
　

長　

今
村　
　

力

　

副
団
長　

堀
之
内　

実

　

副
団
長　

依
田　

秀
秋

　

機　
　

長　

坂
本　

一
成

　

指
導
部
長　

遠
藤　

善
照

　

指
導
部
長　

萩
原　

勝
彦

　

指
導
部
長　

立
川　

直
康

　

運
転
手
長　

塩
澤　

政
博

入
団
・
消
防
団
活
動
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
は

　

企
画
財
政
課
（

２
７
５

－

８
１
５
４
）

ま
で

入
団
者
の
紹
介

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

消
防
団
本
部
の
紹
介

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

退
団
者
の
紹
介

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
　
　
）
内
は
団
歴

昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式

昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式
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くらしの情報

INFORMATION CORNER

排出量㎏

注　ゴミの排出量とは可燃ゴミと不燃ゴミの１ヵ月の合計です。アルミ缶などの資源ゴミは除いてあります。

25

30

35

40

45

50

3月2月1月12月11月10月9月

常永地区

押原地区

西条地区

　3 月は、先月と比較すると全体の収集量は約 28t の増となり、

１世帯あたりの収集量では 4kg 増の 36 ㎏となりました。

　引き続き Reduce（リデュース＝ゴミを出さない）Reuse（リユー

ス＝ゴミを再使用する）Recycle（リサイクル＝ゴミを再利用する）の

再確認、生ゴミの水切りやごみの分別を徹底し、ゴミの減量

を心がけましょう！！

各地区一世帯当たりのゴミ搬出量

～第 75 回甲種防火管理新規講習を開催します～

くらしの情報

INFORMATION CORNER

最 低 賃 金必ずチェック

～使用者も、労働者も。～

1 時間 689 円
問合せ　　山梨労働局賃金室（☎ 225-2854）　
　　　　　甲府市丸の内一丁目 1-11

日　時　6 月 7 日（火）・8 日（水）

　※ 2 日間の受講が必要です

　　両日ともに午前 8 時 50 分から午後 4 時まで

会　場　山梨県自治会館 1 階「講堂」

　　　　　（甲府市蓬沢一丁目 15-35）

定　員　150 人（定員になり次第締め切ります）

受講料　4,000 円

受　付　5 月 23 日（月）から 5 月 27 日（金）まで

　午前 9 時～午後 4 時 30 分

受付場所　甲府地区消防本部 内にて

問合せ　甲府地区消防本部 予防課 査察指導係

　　　　甲府市伊勢三丁目 8-23（☎ 222-1284）

日　時　6 月 1 日（水）　午前 10 時～午後 3 時

場　所　町中央公民館 2 階会議室

内　容　 親族、夫婦、扶養、相続、登記、供託、戸籍、

借地、借家、名誉、信用、差別、私的制裁、

騒音、悪臭などについての悩み事、配偶者

からの暴力、ストーカー、児童虐待、セクシャ

ルハラスメントに関する問題、児童、生徒

のいじめ問題、体罰の問題その他人権に

関することなどの相談。

　　　　※相談は無料で秘密は厳守します。

特設人権相談所を開設します

問合せ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

相談
無料

甲府地区消防本部からのお知らせ

ホームヘルパー講座（2 級課程）の開催

寡婦の方・母子家庭のお母さんが対象

　母子家庭等の母親等がより良い職業に就くことができ

るように、就業に有利な技能の習得や資格の取得を支援

し、母子家庭等の自立と生活の一層の安定をすすめます。

対　　象　母子家庭の母、寡婦の方

日　　程　6 月から 10 月の毎週土曜日

時　　間　午前 9 時 30 分～午後４時 15 分（昼休み 45 分）

場　　所　【講義・実技】山梨県母子福祉センター（３階会議室）

　　　　　【実　 　習】特別養護老人ホームなどの施設

内　　容　ホームヘルパー 2 級課程

定　　員　20 名（定員を上回る場合は抽選になります。）

受　講　料　7,000 円　　

申込期限　5 月 6 日（金）まで

申込方法　 郵送または FAX でお申込みください。

申　込　先　山梨県母子家庭等就業・自立支援センター

　　　　　甲府市朝日 4-5-21　山梨県母子福祉センター内

　　　　　（☎ 252-7014　FAX253-7046）

　町が医療機関などに支払った 3 月分の医療費は、

約 7,515 万 7 千円（前年同比 2.72% の減）です。

　医療費の増加を抑えるには、生活習慣を見直すこ

とが大切です。信頼のおける主治医をもちましょう。

国保ミニだより

山梨労働局からのお知らせ
事業主のみなさまへ

労働保険と一般拠出金の申告・納付はお早めに
～６月１日から 7 月 10 日までに～

　労働保険 ･ 一般拠出金の年度更新手続は 6 月１日から

7 月 10 日まで（平成 23 年度は、7 月 10 日が日曜日に

当たるため 7 月 11 日（月）まで）の間に行っていただく

ことになっています。

　年度更新申告書の発送は 5 月末 ､ 申告書受理相談会は

6 月中旬以降を予定しています。

( 日程等は ､ 申告書に同封してお知らせします )

　労働保険料等の算定期間 ( 年度 ) に変更はありません。

　年度更新の時期が社会保険の算定基礎届の提出時期と重

なりますので ､ お早めに準備の上 ､ 法定期限内に労働保険

料 ･ 一般拠出金の申告 ･ 納付を済ませていただきますよう

お願いします。

　問合せ　山梨労働局 労働保険徴収室（☎ 225-2852）

　甲 府 労 働 基 準 監 督 署（☎ 224-5619）

　町では 18 歳未満の未就労のお子さんのいる「父子家庭」
を対象に、食事のサービスを行っています。

　お子さんとの楽しい団らんのひとときに、どうぞお気軽

にお申込みください。

父子家庭食事サービスを

ご利用ください

■申込み　福祉課　児童家庭係（☎ 275-8784）

　高齢者の交通安全および地域の交流を深めることを

目的に交通安全教室およびグラウンドゴルフ大会を

開催いたします。

対象者　　 昭和町・中央市・甲斐市にお住まいの

　　　　　　　　　　　　　60 歳以上の方

日　時　　5 月 25 日（水）

　　　　　午前 8 時 30 分～午後 1 時　（小雨決行）

場　所　　釜無川スポーツ公園（開国橋東側）

参加料　　300 円

定　員　　280 名（定員になり次第締め切ります）

受付開始　　5 月 11 日（水）から

■申し込み・問い合わせは・・・

　（社）峡中広域シルバー人材センター（☎ 279-6626）

シルバー人材センターからのお知らせ
☆タクシー乗務員（2 種免許）養成講習会

　タクシー乗務員希望者を対象として、運転業務に

必要な資格の取得を目指して学科と実技を行います。

（2 種免許指定教習所での講習です。）

受講生を募集します！

山梨県シルバー人材センター連合会からのお知らせ

日　時　　6 月 1 日から 6 月 23 日の間の 15 日間

会　場　　山梨自動車学校 ( 南アルプス市下高砂地 847)

対象者　　 就職を希望する 55 歳以上の高齢者

　　　　　（公共職業安定所に事前の求人登録が必要です）

定　員　　16 名　※定員が上回る場合には書類選考となります

受講料　　無 料

申込み　　5 月 18 日 ( 水 ) まで

■申込みは・問合せ

　( 社 ) 山梨県シルバー人材センター連合会（☎ 228-8383）

サービス内容

　月 1 回、1 食 1,000 円 × 親と子の人数

　※町発行の食事利用券を使用して ｢ 指定店 ｣ で食事

温水プールからのお知らせ

参加者募集！

《アクアビクス教室》

講　師　緒方 玲子 氏

日　時　5 月 11 日～ 7 月 13 日（毎週水曜日）

　　　　　午前 10 時～ 11 時（全 10 回）

定　員　25 名（定員になり次第締切ります）

持ち物　 水着、スイミングキャップ、タオル

対　象　高校生を除く 18 歳以上の方

　　　　　（町外の方も参加できます）

受講料　300 円の施設利用券が必要です

申込み　事前の申込みは不要です

　　　　当日現地にてお申し込みください

申込み・問合せ　町立温水プール（☎ 275-9811）

　東北関東大震災の影響で実施を見合わせていました

アクアビクス教室を開始します。

　皆様のご参加お待ちしております。

　3 月 11 日に発生した東日本大震災によって被災さ
れた方々を支援するため、町と町社会福祉協議会では、
災害義援金と救援物資の受け付けを行っております。
　皆様の温かいご支援をお願いいたします。

受付時間　平日（月～金曜日）午前 9 時～午後 5 時
受付・問合せ先
　　　　　町社会福祉協議会（☎ 275-0640）
　　　　　昭和町災害支援本部（☎ 275-8153）

災害義援金・
救援物資のお願い

参加者募集！

公共施設の利用・貸出の
制限について

　町では、東日本大震災による電力供給不足に伴い、
節電のため、電力を必要とする公共施設の日中や夜間
の利用を制限しています。
　電力供給の状況により、随時、見直してまいります
ので、詳しくは下記へお問い合わせください。
　引き続き、節電にご協力お願いいたします。

施設名 利用・貸出可能時間 問合せ先

総合会館（温泉） 午前 10 時～午後 4 時 275-8784

中央公民館 午前  9 時～午後 9 時 275-8641

町立図書館 午前 10 時～午後 5 時 275-7860

温水プール 午前  9 時 30 分～午後 5 時 275-9811

総合体育館・武道館 午前  9 時～午後 5 時 30 分

275-8641

総合体育館・アリーナ

利用 ･ 貸出不可小中学校グラウンド

小中学校体育館

釜無グラウンド
早朝～午後 5 時

釜無・常永テニスコート

※上記の内容に変更が生じることがありますので、詳しくは、
　各問合せ先へお問合せください。
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お父さん、お母さんがとっても大好き。
にこのまわりにニコニコな笑顔がいっ
ぱいの未来が訪れますように♡

深川 にこちゃん
平成 22 年 10 月 5 日生

（父）慶太さん（母）真紀さん（西条一区）

やさしいお兄ちゃん功季。笑顔がかわ
いい結月。二人はパパとママに幸せを
くれる Small Angel♡

あ

と

が

き

対象者　町内に住所を有する、1歳未満の子供の保護者の方　利用料　無料
問合せ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

チャイルドシート
貸 与 事 業

■食生活改善推進員会 事務局 いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆主材料（2人分）
　＊長いも ･･････････ 正味 200g
　＊ベーコン ････････････100 ｇ
　＊マヨネーズ ･････ 大さじ 1杯
　＊さとう ･･･････ 大さじ 1/2 杯
　＊しょうゆ ･････ 大さじ 1/2 杯
　＊ｵｲｽﾀｰｿｰｽ ･･･････ 小さじ 1杯

◆作り方
① 長いもの皮をむき、せんいに沿って拍子切りにする。
② フライパンにマヨネーズを入れて火にかけ、①を入れて、
中火で焦げ目がつくまで焼く。（あまり混ぜすぎないほうが
よい）
③ ②をフライパンの端によけ、空いたスペースでベーコンを
炒める。
④ さとう、しょうゆを入れ炒め、最後にオイスターソースを
入れていためて出来上がり。

～今月は、飯喰区推進員 笹本さんからのレシピです～

長いものオイマヨ炒め

んなの広場み

の食推から町 バランスの良い食事は　未来への健康貯金

とても簡単で
長いもが苦手な

子どもでもたくさん
食べられる味です

おつまみにも
良いですョ♪

深澤 功
こ う き

季ちゃん・結
ゆ づ き

月ちゃん
平成 17 年 4 月 19 日生・平成 22 年 11 月 22 日生

（父）重樹さん（母）瞳さん（河西区）

「すっきり昭和」で栽培された山田錦という
お米は、第2上河東保育園や常永小5年生、
地域の方々が栽培のお手伝いをしています。
　食推では、そこで出来た米粉をいただいて
クッキーを焼き、第2上河東保育園にも届け
ました！
　★レシピはホームページをご覧ください。

食  推 からのお知らせ！

あとがき

報告♪
米粉でクッキーを焼きました！

んなの広場み

の食推から町

わが家の “アイドル”

わが家のアイドル募集中！お申し込みは、企画財政課企画情報係（☎ 275-8154）まで

こ う き ゆ づ き

　
５
月
号
の
広
報
か
ら
編
集
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
清
水
で
す
。
よ
り
よ
い

広
報
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
意
見
、
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
さ
て
、
５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」
は

端
午
の
節
句
。
天
高
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
は
珍

し
く
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
健
康
と
幸

せ
を
願
う
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
も

柏
餅
や
菖
蒲
湯
（
し
ょ
う
ぶ
ゆ
）
な
ど
、
親

し
ま
れ
て
い
る
ご
家
庭
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　「
菖
蒲
」
は
「
あ
や
め
」

と
も
読
み
ま
す
が
、
し
ょ
う
ぶ
は
サ
ト
イ
モ

科
、
あ
や
め
は
ア
ヤ
メ
科
と
全
く
別
の
植
物

だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
お
話
も
し
な
が
ら
、

お
子
さ
ん
と
「
こ
ど
も
の
日
」
を
楽
し
ま
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
元
気
の
必
要
な
今
、
昭
和
か
ら
元
気
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
と
良
い
で
す
ね
。




